
新設小学校 説明会

平成２９年１２月１６、１７日



・ 流山市の人口推移
・ 小山・おおたかの森小学校区の児童数 推移

①人口推移について

②今後の児童生徒数について
・児童・生徒数推計及び想定値



③建設候補地について



④素案 ８案について

⑤素案をもとにした３案について

新設小学校 通学区域（案）

⑥通学区域（案）について



１５年 １７年 １９年 ２１年 ２３年 ２５年 ２７年 ２９年

市内全体の人口推移

つくばエクスプレス
開通

平成

150,910人

184,828人

小山小学校
移転

おおたかの森小
開校

新
設
校

開
校
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小山小学校の児童数推移
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おおたかの森小学校の児童数推移
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1,064人
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おおたかの森 推移



児童・生徒数推計
及び想定値について



児童生徒数の推計及び想定値

今後の児童数の増加傾向を
予想・検証



各学校の在籍者数

H29年度の児童数



住民基本台帳登録者数
（既に流山市に住民登録のある子どもの数）

今後予測される増加見込み数

H３０年度以降の児童数

建設予定のマンション、
予想される戸建て住宅数から算出



増加見込み数 マンション

過去のマンションの入居実績
総戸数の約５７％の子どもが出現

(例)総戸数４００戸のマンションが建設
⇒２２８人（57%)の子ども（１～１２歳児）が出現
うち、１５０人(66%)は１～３歳児

うち、約６６％が１～３歳児



÷
新市街地地区

未整備面積
戸建て住宅建築最少面積

（１３５㎡）

増加見込み数 戸建て住宅

今後予測される
戸建て住宅の最大数

最大建築発生個数

５年間で全ての戸建て
が建設されると仮定



増加見込み数 戸建て住宅

今後予測される
戸建て住宅の最大数

最大建築発生個数

５年間で全ての戸建て
が建設されると仮定

未整備面積135,000㎡ ５年間均等に入居が進むと仮定

発生する総戸数：１０００件
⇒年間２００件の戸建て住宅
内、１～３歳児は１２３人(61.6%）出現

（例）



学級数編制基準（千葉県）
１～３年生 ３５人 １学級
４～６年生 ３８人 １学級

学級数について

学級数編制基準（国）
１年生 ３５人 １学級
２～６年生 ４０人 １学級



児童数増加の傾向と要因

多数の大型マンション建設
区画整理地における戸建て住宅建設の集中
商業地域に居住系マンションの建築

定期的な児童・生徒推計及び想定値の検証



推計値
Ｈ２９年度 Ｈ３０～３２年度 Ｈ３３～３５年度

小中学校校舎増築における
文部科学省の国庫補助事業
調査対象期間

より実数に近い 不確定要素が多い

区画整理地内の整備速度

共同住宅（マンション等）の
開発計画

今年

想定値

３年間 ３年間



新設小学校建設候補地

西初石小学校

小山小学校

おおたかの森小中学校

建設候補地

500M
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学校規模

小学校の学級数は、１２学級以上１８学級以下を標準とす
る。ただし、地域の実態その他により特別の事情のあるとき
は、この限りでない。

学校教育法施行規則第４１条

義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令第４条

適正な学級規模
「学級数はおおむね１２学級以上１８学級まで」



学校規模

区分 学級数 （参考）
６学年で均等割りした場合

適正規模校 ～２４学級 １学年　４学級

大規模校 ２５～３０学級 １学年　４～５学級

過大規模校 ３１学級～ １学年　５学級～



小山小学校
Ｈ２９ Ｈ３２ Ｈ３５

児童数 948 1,496 2,110

通常学級数 30 44 60
特別支援学級数 2 2 2
計 32 46 62

おおたかの森小学校
Ｈ２９ Ｈ３２ Ｈ３５

児童数 1,049 1,755 2,990

通常学級数 32 51 85
特別支援学級数 3 3 3
計 35 54 88

平成２９年度児童・生徒推計及び想定値
※Ｈ２９年度４月当初の推計



新設小学校通学区域 ８つの素案を作成



８つの素案作成

３案を作成

児童生徒数推計及び想定値における
増加見込み分を精査

教室不足の見込み・学校規模（概ね４８学級）
・各学校の児童数のバランス・教室数・
通学距離等



３案の①

新設校
通学区域

H35：1410人42学級

H35：1541人46学級

H35:1360人40学級



新設校
通学区域

３案の②

H35：1330人41学級

H35：1541人46学級

H35:1440人43学級



３案の③

新設校
通学区域

H35：1500人44学級

H35：1541人46学級H35:1270人37学級



３案の①

東口

北口



①８つの素案について

新設小学校通学区域 案 作成経緯

②３案について（第４回・５回通学区域審議会検討案）

③１案の付帯条件等について

教育委員会内で地域ごとの児童
数等を確認しながら新たに３案を
作成

①案を基本として検討を進めていく。
（第５回審議会）

第６回通学区域審議会



・予定開校年度

・対象者

・建設候補地：大畔にお住まいの方
現在の指定学校である



通学区域

指定学校変更手続きにより

おおたかの
森駅

通学区域

対象

Ｈ３３ 八木北小学校区（案）



1,083人
35学級

1,314人
40学級

1,668人
48学級

1,541人
46学級

よ
り
詳
細
な
児
童
数
・教
室
数
は
お
手
元
の
資
料
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。



①千葉県から国の学級編制基準に変更

②担任サポート教員（仮称）の配置

今後概ね４８学級を超える可能性のある学
校について（検討内容）



小山小学校

新設中学校の建設

おおたかの森中学校



新設校

北口

平成３０年３月末から延期



新設校

平成３０年３月末から延期



建設スケジュール

平成
２９
年度

平成
３０
年度

平成
３１
年度

平成
３２
年度

平成
３３
年度

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 ４月

設
計
業
務 開

校
工
事

基本計画

基本設計

造成設計

実施設計

造成工事 建築・電気設備・機械設備・外構工事
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学校施設の目指すべき姿

確かな学力の育成ときめ細やかな指導を実践する教育環境の整備（学習空間の充実）

豊かな心と健やかな体を育成する安全な施設環境の実現（生活空間の充実）

地域と共に歩む拠点としての施設整備（地域との連携の充実）

・個に応じたきめ細かな指導の充実を図り、児童生徒に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるため、担
任、学校サポート教員、算数・数学学習指導員等による少人数授業やティームティーチングなど、多様な学習展開に
対応する施設整備を進める。
・また、グローバル社会に対応した教育の推進（英語力、コミュニケーション力等の育成）やICTを活用した授業の推進
のための環境を整備する。
・さらに、児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じ、必要な支援を行う特別支援教育に対応した施設設備を図
る。

・児童・生徒が安心して有意義な学校生活が過ごせるよう、防犯や施設の安全など安全性に配慮した施設整備を図
ると共に、障害の有無に関わらず安心して施設を利用できるようユニバーサルデザイン化を目指す。
・また、豊かな人間関係づくりや情操の涵養、体力向上を推進するための空間作りを工夫する。
・さらに、地球環境に配慮し、持続可能な社会の実現のため、断熱性能の向上、LED照明や人感センサー付き照明の
導入、校内緑化の推進等を進める。

・家庭、地域とのネットワークを形成し、学校教育活動を支えるPTA、学校サポートボランティア等の活動の場として位
置づける。
・また、児童の放課後の居場所、地域の生涯学習の場として、学校を利用することを考慮する。
・さらに、地域の防災拠点、避難所としての役割を担う施設として整備を進める。

流山市学校施設の個別施設計画（平成28年3月）より
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38

基本計画、基本設計及び実施設計について

基本計画 実施設計

基本設計

１ 整備方針
・必要な機能、施設
及び手法

２ 施設計画
・施設の規模及び周
辺施設の整備に関
する考え方

３ 事業計画
・スケジュール及び
概算事業費

・建物の配置
・各階の基本的なレイアウト
・備えるべき機能や設備
・内外のデザイン

具体的な完成時の姿が明
確になる

・基本設計に基づき、工事
施工を考慮したうえで、デ
ザインと技術の両面にわ
たって詳細な設計をしたも
の
・工事費の積算

学校施設の目指すべき姿

造成設計

・流山市街づくり条例、開
発事業の許可基準等に関
する条例及び都市計画法
に基づく手続きと整備計画
を作成する。

平成２９年度

平成２９・３０年度
平成３０・３１年度

平成３０年度



基本計画検討（案）

項目 非木造 木造

整
備
方
針

構造・階数 鉄筋コンクリート造・３階 木造・３階

機能・施設

学校教育法及び小学校設置基準等による。
・想定学級数：４７学級（平成33年度38学級、平成35年度47学級を想定）
・附帯施設：プール（２５ｍ×６コース）、学童クラブ：約１，０００㎡
・その他、小学校に求める機能・施設

施
設
計
画

延床面積
校舎＋給食室
＋屋内体育館

約１３，１００㎡

周辺施設 流山市開発事業の許可基準等に関する条例及び協議による。

事
業
計
画

校舎建設費
（H29.4現在）

約４８億円 約４８億円

補助金目安

約１１．６億円
（約＋０．９億円）
〈多目的割増〉

約１２．２億円
（約＋１．５億円）

〈多目的＋木造割増〉

概算事業費
総事業費（今後の施設計画による。）
校舎建設費（建築、機械、電気）、学童クラブ建設費、児童センター等建設費、造成工事費
（校地造成、外構）、エアコン設備、給食設備

※上記については、今後の児童推計及び基本計画策定の過程で変更する場合があり、現時点で確定されたものではありません。 39



非木造の校舎の事例 １

流山市立小山小学校

40



流山市立おおたかの森小中学校

41

非木造の校舎の事例 ２



木造の校舎の事例 １

「全国に広がる木の学校」より

「木造建築のすすめ」より

「木造建築のすすめ」より

「全国に広がる木の学校」より

「鹿沼市立粟野小学校HP」より

「こうやって作る木の学校」より

「こうやって作る木の学校」より

「こうやって作る木の学校」より「こうやって作る木の学校」より

八木中学校武道場

42

<参考>
木造建築のすすめ 木を活かす建築推進協議会 平成21年11月
こうやって作る木の学校 文部科学省 農林水産省 平成22年5月
全国に広がる木の学校 文部科学省 平成26年7月



□「木の学校づくり」パンフレット文部科学書HPより抜粋

木材を活用した学校施設づくりの潮流

□平成19年 文部科学省「早わかり木の学校」手引書の作成

□平成22年 「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の制定

□平成27年 建築基準法改正による３階建て校舎に対する耐火要件の緩和

□平成28年 文部科学省「木の学校づくり 木造３階建て校舎の手引き」の作成

➡木造で作りやすい法改正や交付金事業の拡大

□羽黒学園 □西白山台小学校 □栄光学園

平成29年に竣工した大規模木造建築
10



小学校としての学習生活環境と敷地周辺環境との調和
・児童気持ちを受止める木質感あふれる空間
・森に囲まれた環境と調和した地域のシンボル

地域や地球の環境に配慮した計画の推進
・Co2を削減する社会づくりを目指した計画
・循環型社会を目指した計画

➡周辺環境や社会的動向も踏まえ、
構造や内装に木を使う、「木の学校づくり」を提案します。

□鳥瞰イメージ
14


